
２月９日（金）に、第２回事業委員会・協力校合同会議が開催され、今年度の文部科学省委託事業「学

校司書の資格・養成の在り方や資質能力の向上等に関する調査研究」についての実践報告が行われました。

協力校の実践報告では、「若年層の先生方が増えている中、授業に関わる打ち合わせの時間の確保は、学

校司書の仕事として大切であると感じます。今年度も先生方との連携を大切にしてきました。今年一年、

少しずつ実践できるようになってきたように思います。」という話がありました。その背景には、学校体

制作りの充実と若年層の先生方の学校図書館活用に対する意識の向上があります。 
また、学校司書の資質能力の育成を考える上で、教職員の資質向上が関係しているというご助言を事業

委員長である帝京大学 教授 鎌田和宏先生からいただきまし 
た。学校図書館を活用する上で、学校司書と教職員の連携は重 
要であり、双方の資質向上が求められます。教職員の授業力の 
向上が、学校司書の資質能力の向上につながります。協力校の 
３校では、教職員の研修の充実を図り、教職員のスキルをあげ 
るとともに、学校司書との打ち合わせを大切にしています。こ 
のような学校体制の基盤があることで、学校司書が活躍できる 
ようになります。学校図書館アドバイザー小林 路子先生から、「市川市の学校図書館の伝統をつなげて

いくことと同時に、協力校のような学校体制が、市川市の学校全体へ広がってほしい」という話がありま 
した。           した。 

                           【事業委員長 帝京大学 教授 
鎌田 和宏 先生】 

○学力の中核となる「読む力」を育てる。 
○読むことが苦手だと思わない子を育て 
るための読書環境を整えることが大切。 

                            ○情報リテラシーを育てる。そのために、 
                             学校図書館の「情報センター」の機能を 

生かした探究型の学習が有効である。 
【新浜小学校 校長 石原 一幸 先生】 
○情報をつなぎ合わせて、自分の考えを 
まとめることが苦手な傾向がある。文章 
を読んで、感じ、考えることがとても大

切である。 
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平成２９年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター） 

 

 

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

読書まつりでは、好きな本の絵をしおりに書いて応募する 

第一中学校では国府台高校との連携を図っていますが、両校図書委員会の交流として７月には「ビブ

リオバトル」に挑戦しました。初めての試みでしたが、高校生に負けないくらい堂々とした発表になり、

交流も深めることができました。 

この経験を活かしながら、１０月の榎祭では、劇を交えた「ビブリオバトル」のステージ発表を行い

ました。本を選び、脚本を書き、図書委員全員で行った発表はとても好評でした。今後も、図書委員会

の活動を活発に行い、読書に対する意識を高めていきたいと思っています。 

                      （市川市立第一中学校 学校司書 荻原 身知子） 

 今年度も各学校において、学校図書館の活用が多く見られました。市川市の学校図書館を支えている一
つに学校図書館システムがあります。 
そのシステムの一つである「図書相互貸借システム（ネット 

ワーク便）」を利用することで、充実した図書資料をそろえる 
ことができます。授業で必要な図書資料や冊数を学校司書と教 
職員が相談をして決めます。そして、学習で必要な図書資料の 
冊数が不足していたり、自校に蔵書していない図書資料を使い 
たい時など、市内の学校や中央図書館へ学校司書がメーリング 
リストを利用して、貸出のお願いをしています。 
今年度も、メーリングリストを利用した図書資料の貸借依頼 

は、約７００通におよびました。各学校間での直接のやりとり 
を含めるともっと多くなると思います。このように、市川市では、学校司書の皆様が、一人一人の教職員
の授業をサポートしています。 
 また、メールの内容をみると「授業のねらい」「図書資料の活用場面」「どのような図書資料が何冊必要
なのか」といったことが、具体的に書かれています。学校司書は、送られてくるメールの内容を見ながら、
どの単元でどのような活用ができるのか学び、教職員からの質問に答えられるようにしているというお話
を伺ったことがあります。学校司書は、教職員にとって大変心強い存在です。 
           
 

 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

 

 

学びを支える 市川市の学校図書館ネットワーク 

  
国府台高校との「ビブリオバトル」 榎祭でのステージ発表 

 教職員意識調査結果 
 実態調査 １回目        実態調査２回目 

 

 

教職員意識調査結果より抜粋 

【学校図書館活用の活性化のためには】 

 
        
      連携が大切 

学校司書 

司書教諭 教職員 

学校司書と協力しながら取り組んでいます。 

協力校の実践、研究の成果等の詳細は、後日配付します研究紀要「生きる力・夢や希望を育む学

校図書館８」に記載しています。また、４年目の先生方の実践につきましても掲載していますので、

合わせてご覧ください。 
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